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論 文 内 容 の 要 旨
『諺 解三綱行實圖研究』
(本文 ・問題篇B5総508頁 ×各頁1600字、索引篇B5総600頁、全2巻2冊 、汲古書院1990/10/31
刊)
1研 究め目的
2研 究の概要
3研 究の成果
4今 後の課題
【資料】(1)烈女図30a、(2)本文篇見本、(3)索引篇見本
1研 究の 目的
本研究は中期朝鮮語の文献、李氏朝鮮成宗朝に初印された冊定版 「諺解三綱行實圖(げ んかい
さんこうぎょうじつず)」(1490)の朝鮮語本文について、その傳本の書誌学的、文献学的研究を行
って出来るだけ正確で原本に近いテキス トを提示し、さらに① これに対する言語学的註釈 と通釈、
参考資料、②傳本の系譜、原本の成立、その性格と資料的価値、に関する研究、③パーソナル ・コ
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ンピュータ利用によって作成された 「文脈附索引」(KWIC)、などを加えて公刊し朝鮮語史研究
に資そ うとしたものである。本文献は・・ングル創製(1443)の直後に朝鮮語で書かれた最も基本的
な散文資料のひとつと考えねばならないが、一部の研究老にその価値を注目されながらも従来よい
傳本が知られず、いまだ書影などの形で公刊されてはいない。 したがってこれに対する先行研究は
国内は勿論韓国においてす ら皆無に等 しい。本研究はこの欠を補おうとするものであって、筆者の
過去6年 間にわたる韓国および日本における調査によって確認されたおおよそ20部の現存資料にも
とつ く、この資料の文献学的 ・言語学的研究の結果である。
2研 究の概要
本研究は大 きく、①第1篇 の 「諺解三綱行實圖本文」、②第二篇の 「諺解三綱行實圖索引」の3
篇か ら構成される。
① 本論文は、筆者によって調査 ・分類された諸異本のうち、完本としては最古版であ り、かつ
原本の面影を よく保存する 「韓国誠庵古書博物館所蔵内賜本(3巻1冊)」<T1>を底本 として比
定、これを釈文の形で掲げ、 これに諸本校合ならびに内部再構等による校勘を加えて 「校訂本」 と
して提示、さらに言語学的註釈、通訳などを付け加えた。
② 開題篇は、この文献の朝鮮語文献史における位置付け、傳存諸異本の書誌的 ・言語的特徴の
記述 と諸本の刊年ならびにその系譜、さらに音韻、文字法、文法、語彙、文体、翻訳様式など、主
に言語的特徴より見た成立時期、等についてこれを論証し、本文献の朝鮮語史研究資料 としての重
要性 と価値を明らかに した。また付録 として 「三綱行實圖序、教旨、箋、蹟」「三綱行實圖関係記
事年表」等を付け加えた。
③ 索引篇は、底本とした朝鮮語テキス トについて、これをパーソナル ・コンピュータに入力 し、
その全ての語彙 と文法的形態素について文脈附索引(KWIC)の形で索引を作成し、今後の研究の
便を図った。なお補遺として 「諺解三綱行實圖語尾 ・接尾辞一覧」を付け加えた。
3研 究の成果
3,1第1篇 諺解三綱行實圖本文
本文篇は、「三綱行實圖孝子圖」「三綱行實忠臣圖」「三綱行實烈女圖」全3巻、各巻35人の 「圖」
+「行實」(漢文、詩、賛)+「諺解」を収める冊定版諺解三綱行實圖の構成にしたがって 【資料1】、
全105篇105張(35×3)からなる 「底本<T1>」 の朝鮮語本文(テ クス ト)のみを釈文のかたち
で揚げ、それに[校註][通訳][原典][参考]を付 したものである 【資料2】。
[校註]は 本研究の最も重きをおいたところであって、①諸本[下 述6種 のテキス・ト]と校合
結果による文献批判と原本の復原に関する校註[註 番号に*を 付 した項 目]、②本文に対する言語
学的註釈、このふたつを行 うものとした。校勘は、①まず諸本との棟合により、②次いで本テクス
ト内部での内的根拠により、③さらに同時代の資料での外的根拠により、行 うことを方針とし、言
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語学註釈は、不完全ではあるが著者の考える中期朝鮮語の文法に したがい、できるだけ新 しい知見
を付け加えるように努めた。前者については、ことにアクセソトと東國正韻式漢字音における錯誤
の復原に中心をおき、後者については、用言の活用ならびに体言の曲用における形態論的変化 とそ
れに伴 うアクセソトの変化、用言語尾ならびに語幹形成接尾辞について、ことにその意味 ・用法に
中心をおいて体系的に記述することを主眼とした。 レアリエに関しての註釈は必要最小限にとどめ
た。
[通訳]は 本文 としての朝鮮語の合理的な解釈を示すことを 目的とし、自然な日本語であること
よりも中期朝鮮語の語法に忠実に逐語訳することを方針とした。もとよりこれは漢文にしたが うも
のではない。
[原典]は 朝鮮語テクス ト理解の参考資料 として掲げるもので、「行實」の漢文のみをそのまま
再録 した。
[参考]は 以上の項 目で記述することができなかった底本 〈T1>の状態、底本と諸異本 〈T2>
～ 〈T5>との主たる異同、それぞれの 「行實」の出典等を掲げた。
なお 「三綱行實圖関係記事年表」は、李朝實録など主要文献に現れる三綱行實圖類に関する記事
を抜き、これを刊年順に配して参考資料 とした。
3.2第2篇 諺解三綱行實圖開題
(1)開題篇は全5章 よりなるが、第1章 ではここで取 り上げる冊定版 「諺解三綱行實圖」の朝鮮語
文献史上の位置について明らかにした。「三綱行實圖」(1434)は、本来朱子学を国教 とした李氏朝
鮮朝の教化政策の亀鑑 として、李氏朝鮮第四代世宗王(在 位1419-1450)の命により、集賢殿副提
学1契 循(?一1435)が中心 となって儒教の基本的徳 目の 「三綱」すなわち 「孝」「忠」「貞」の理
想を具現 し行いの範となるべき 「孝子」「忠臣」「烈女」の行實を中国および朝鮮の史書から抜いて
編み、これに、それぞれのス トーリイを書いた 「圖」を配してことに婦女小子にいたる庶民に対す
る教化の便を図っ・たものである。ちなみにおおむね孝子は 「孝順事實」(明刊、1420)と、「孝行録」
(1408)に、烈女は 「古今列女傳」(明刊、1404)と「古列女傳」に、忠臣は正史の列傳によ.った
ものと推定される。これはその後さらに創製直後の文字 「訓民正音(1443)」(いわゆる 「諺文(オ
ンモン)」)をもって 「諺解」(朝鮮語訳)が 付され、李氏朝鮮朝おおよそ400年の長さにわたって刊
本 としては、
(1)世宗初刊三綱行實圖
(2)諺文三綱行實列女圖
(3)刷定諺解三綱行實圖
(4)宣祖改訳三綱實圖
(5)英祖改訳三綱行實圖
⑥五倫行實圖
1434(世宗16年)
1481(成宗r2年)
1490(成宗21年)
1579(宣祖13年)
1726(英祖2年)
1797(正祖21年)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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3巻3冊
未 詳
3巻1冊
3巻1冊
3巻1冊
5巻5冊
な どが知 られ る。(1)は世宗時に編纂 ・刊行 された漢文か らのみな るものであ り、「孝子圖」110人、
「忠臣圖」110人、「烈女圖」110人、都合330人の行實 よ りな る。(2)は傳 本の所存 がな く詳細 は不 明
であるが、すでに諺解 されていた と想定 され る漢文版の(1)を成宗 時に 「烈女 圖」 のみ 印出 した もの
と考 え られ る。(3)は、(1)の諺解本 をそ のま ま各圖それぞれ35人、都合115人の行實 に抄略冊定 して
刊行 した もの と推定 され、 さらに(4)ならびセこ(5)は、 この(3)を宣祖時 と英祖時 にそれぞれ改訳刊行 し
た ものである。(6)は正祖時に(5)と、別 に編纂 された 「二倫行實圖」(下述)と を合 して、 も う一度
改訳編纂 された ものであ る。ちなみに 「五倫 」 とは 「三綱」 に 「二倫」 を加 えた ものをい う。そ し
て これ らをそれぞれ祖本 とした重刻 改版 は数知れ ない。 また これ らを補 うものと して、(3)のいわぽ
続編 とも言 うべ き、
(7)績績三綱實圖1514(中 宗9年)諺 解3巻1冊
(8)二倫行實圖11518(中 宗13年)諺 解2巻1冊
(9)古列女傳諺解1543(中 宗38年)諺 解 未 詳
O◎東圖新績三地實圖1615(光 海 君8年)諺 解18巻18冊
な どが同 じ目的を もち、主に(3)にな らってほぼ同一 の様式 を もって相次 いで編纂 ・刊行 された。 こ
れ らの うち(7)と(8)とは、(3)の場 合 と同様 に宣祖 時 と英祖時 に改訳刊行 されて いる。 さらに興味深い
のは この三綱行實圖が文禄慶長 の役 を通 じて 日本 に も傳 えられ、(4)を底本 ど した2種 類の和刻本 ま
で存在す ることであ る。 これ らのいわぽ 「三綱行實圖」類 は李朝 の教化政策 にお いて 「小学」類 と
ならんで最 も大 きな役割を果た した。なお(9)は今傳わ らない。
これ らが如何に読 まれたかについては詳 らかでない ところが多いが、漢文 で書かれた(1)はお くと
して も、少な くとも朝 鮮語 で書かれた もので李朝 文献史 を通 じて、、これ らほ ど多 く版を重ね、かつ
広 く読 まれた もの も稀である。 と りわけ(3)の冊定版 「諺解三綱行實圖」は簡便で あることもあ って
最 も多 くの版 を重 ねた。成宗 時抄略冊定 の朝鮮語 テキス トは したが って、
①成宗21年初刊版=(3)
②宣祖13年改訳版=(4)
③英祖2年 改訳版=(5)
④正祖21年改訳版=⑥
とい う四つの異な ったエデ ィシ ョンを もつ ことになる。 ここに取 り上げ るのは、 これ ら冊定諸本の
も とに なった①すなわち(3)であ る。 これは、今は傳 らない(2)とおそ ら く同一 内容を もつ もの と仮定
され、 したが って傳存す る最古の諺解本であ る、(4)(5)(6)の直接 の祖本 となった、かつ(7)(8)⑩の モデ
ル となった、な どの点で これ らの中核 とな るもので、文献 的に も言語史を考 える上で も最 も高い価
値を もつ。
(2)第2章ではここで校合等に用いられた傳本の所在、書誌学的記述等を行って諸本における傳承
の系譜を明らかにした。筆者の調査によれば成宗初刊本系の冊定版 「諺解三綱行實圖」は未見のも
文221
の も含め て現 在22本が傳存 して お り、 これ らは大 き く<T1,Tla><T2><T3><T4><T5>
の5種 類の異本を もつ ものが確認 され た。完本は きわめて少な く、いずれ も明確 な刊記 を もた ない
が、諸本の書誌学的 ・文献学 的検討か らおお よその刊年を比定 してみれば次の ごとくである。
①第1種 本 、:15C末～16C初頭(T2以 前)刊 行
TID韓 国誠庵古書博物館所蔵内賜本[2-302]
Tla2)韓国金泳仲氏所蔵嶺南某郷校旧蔵本*(孝 子)
②第2種 本:16C初頭(15i8以降)刊 行[4本 同版]
T2
③第3種 本
T3
④第4種 本
T4
1)韓国誠庵古書博物館所蔵盈徳郷校旧蔵本*[2-303]
2)韓国高麗大学校中央図書館所蔵晩松文庫本*
[B12-A231G]
3)韓国金悉氏所蔵本*(忠 臣、烈女)
4)韓国 「改訂正音學」(崔鉱培1970)書影本
16C中葉刊行[4本 同版]
1)韓国高麗大学校中央図書館所蔵晩松文庫本*[296C]
2)韓国高麗大学校中央図書館所蔵晩松文庫本*・[296F]
3)韓国高麗大学校中央図書館所蔵晩松文庫本*[296]
4)日本国立国会図書館所蔵内賜本[192-29]
1580年刊行[3本 同版]
1)日本駒澤大学中央図書館所蔵本[濯 足632]
2)日本国立公文書館内閣文庫所蔵本[林3-299-151]
3)日本東京大学法学部法制史資料室所蔵本*(忠 臣、烈女)
[乙7-763]
⑤第5種本
T5
1608年刊行[7本 同版]
1)韓国李崇寧氏所蔵李仁榮氏旧蔵本*
2)韓国高麗大学校中央図書館所蔵本*[296H]
3)韓国国立 ソウル大学校中央図書館奎章閣所蔵本*
[望く1貴170.951-Se63s]
、4)韓国李謙魯氏所蔵本*(忠 臣)
5)韓国梁山安鐘石氏所蔵本*(烈 女)
6)韓国梁山安鐘右氏所蔵不完本*
7)韓国居昌某氏所蔵内賜本*
⑥刊年未詳未確認本
1)「李朝語僻典」(劉昌惇、1964年)引用本
2)パリ在住某氏所蔵本
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3巻1冊 【底本】
1巻1冊
3巻1冊
3巻1冊
2巻2冊
未 見
3巻1冊
3巻1冊
3巻1冊
3巻1冊
3巻3.冊
3巻3冊
2巻2冊
3巻1冊
3巻3冊
3巻1冊
1巻1冊
1巻1冊
1巻1冊
未 見
未 見
未 見
なお上記のうち*を付 した ものは零本であ り、』日本に傳わる 〈T3>の4)ならびに<T4>の2)
は改装時に欄上部諺解を切断される。なお⑥の1)は〈T2>あるいは 〈T4>のいずれかである蓋
然性が高い。
現在する傳本はいずれも、すでに傳承の過程で生 じた多 くの錯誤を呈 してお り、原本とは言えな
い。これらは、原刊本に最 も近いと思われる 〈Tla>を除くならぽ、語形錯誤や衛文などの傳承、
版式等の類似性などより見て、大雑把に次の 「2系統5類 」に分類することができる。それら相
互の関係をこれ らの刊行年代と絡めて図示するならば下表のごとくになる。
1481
以前
原稿
1490
原本
?
Tla
15C末/16C初
T1(内賜 本)
【底本 】
16C中?
T3
1608
T5
1518?
T2
1580
T4
ζこで甚だ興味深いのは、当初 「第1種 本」として同一版と仮定 してきた 〈Tla>と〈T1>
とが 「圖」 と 「漢文」すなわち匡郭内部に関してはほぼ同版に近いにもかかわらず、欄上におかれ
た 「諺解」の部分については前者が明確に古形を保存することである。また 〈T1>と<T3>と
の関係についてもほぼ同様のことが指摘でき、諺解部分は明らかに<T3>が 新 しい特徴を示すこ
とである。そしてその上 〈Tla>〈T1>のごとき古版の匡郭内部は諺解をもたない世宗朝漢文版
のそれ とほぼ完全に一致する。このような異本の発生は誠に奇妙である。筆者は種々の検討からこ
のような異本の発生を、傳存諸本のうち少なくとも 〈Tla>〈T1>〈T3>の3本が 「諺解部分」
と 「本文」(匡郭内部の圖と漢文)と を別板で印刷するとい う特殊な方式を もって刊行 されたこと
起因するものと仮定 した。すなわちこれらは復刻重刊に際して、破損のない 「本文」の旧板をその
まま利用 してまず印出しておき、諺解部分のみ新たに刻み改めて、 これに刷 り加えるとい う方式を
とったものであるらしい。とまれ少な くとも 「諺解部分」を中心に据えて版の違いを問題にする限
りにおいては、現存傳本は厳密には 「5種類」ではなく 「6種類⊥存在すると言わねばならない。
なお刊年における<T2>と<T3>の 前後関係についてはなお疑義を残す。
(3)第3章と第4章 では諺解の成立について論 じた。このような冊定 「諺解三綱行實圖」の朝鮮謡
訳が最初いつ成立 したか、またそれが当初どのような方式で刊行されたか、にっいてはいまだ大き
な問題を抱えている。またこれが誰によって為されたかについても一切不明である。これらについ
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ては、第3章 において主に文献に現れた記録等により、第4章 においてその内容的言語的特徴から
検討 した。記録等に したが う限 りでは、本書の成立ならびに刊行はともに成宗朝にこととしなけれ
ばならない。すなおち諺解の成立は成宗朝であって、かつ 「諺文三綱實列女圖」刊行の成宗12年
(1481)以前、そ して剛定版諺解三綱行實圖の最初の刊行は成宗21年(1490)、あるいは少なくと
もその直後のと・とと考えねぽならないことになる。しか して諺解成立に関しては大きな問題がある。
筆者は諺解の成立についてこのテキス トの示す主に言語的特徴から、その成宗朝成立論に題義あ
ることを提示 した。すなわち、翻訳様式、漢詩の諺解様式、漢字音表記、濃音表記、{碧}字 の使
用、母音調和 文体、与格語尾使用など、多 くの言語的事実ぽこれが成宗期に為されたものとは到
底考えることが出来ないことを明らかに示 してお り、`言語的特徴か らすれぽこれが、諺文創製直後
に本書の諺訳を強 く主張 した世宗王の何等かの関与のもとにすでに世宗朝、あるいは世祖朝 ごく初
期までに為されていた蓋然性が高いものと推定 した。
しか しながらここに①記録における成立論 と内容的に見た成立論 との齪麟、②さらに成立時と刊
行時 とのあま りの時間的隔た り、この2点 が新たに問題 とな りこれ らの齪擁について納得ゆ く説明
が求められねぽならなことになる。筆者はこれらの問題について一往の答案を準備 してきたつもり
ではあるが、残念ながらこれが必ず しも十分な解答になっているとは思っていない。三綱行實圖の
諺訳は世宗王の命により為されたが、なんらかの理 由により世宗朝には刊行されず、草稿のような
形で校書館に傳存されたものが、成宗朝には じめて刊行されたものと考える。その理由のひ とつ と
しては、訓民正音公布(正446)に先立つ有名な崔萬理など儒臣による強い諺文公布反対運動(1444)
の存在をあげることがでぎる。 しかも三綱行實圖の内容が儒教の根幹にかかわるものであり、世宗
および世祖両朝を通 じて 「諺解」本の刊行が、経書や小学などの諺解をも含めて儒教の教化にかか
わるものに対 して実現された例を見ないからである。
また諺解版の原本が如何に して刊行されたか、については、すでに述べた』ところであるが、その
方式はいわば 「欄上諺解付加方式」を採用 してお り、その印刷刊行に当たって、世宗時の漢文版を
そのまま利用できる 「漢文」と 「圖」に関しては、そのまま旧板を用いて印出、その欄上余白に別
板に刻んだ諺解部分のみを加刷 したものと仮定した。そして原本においてす らその存在を否定する
ことのできない諺解部分の朝鮮語における多 くの錯誤はこのような甚だ便宜主義的 とも言 うべき諺
解版の刊行態度にこそ求められるべきものである、ことを指摘 した。
(4)第5章では結論として本文献の性格と資料的価値について言及 した。版定諺解三綱行實圖の成
宗版のテキス トはすでに原刊本が失われ、また傳存する異本間の校合によって復原 され得る原本の
段階においてすら、アクセソト、漢字音、表記法などにかな りの錯誤が見られ、さらに翻訳におい
てもそれが十分推敲を経たものとは言いがたい、など多 くの問題をもつものである。 これらの問題
点とその推定される原因については、第4章 を中心に して述べてきたところである。 したがってこ
の意味でこの文献を言語資料として用いるに際しては細心の注意が要求されることになる。 しか し
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ながらこの文献は、
①何等かの形で訓民正音創製問もない時期(1443-60?)に成立 していた蓋然性が最も高 く
その朝鮮語は当時の言語状態をよく写すものである。
②形式的には漢文原典の翻訳であるが、「諺解体」とい う漢文原典の直訳遂語訳ではなく、む し
ろそのような制約からな り自由が性格を もつ散文資料である、
③ したがって、その朝鮮語は文語 としての体裁をよく整えているとは言いがた く、また翻訳も十
分練 り上げられたものとは言えないが、む しろその故に当時の生に近い朝鮮語のすがたをよく
保存 しているところがある、
④その意味でほ とんどの散文資料が 「諺解体」 という特殊な形でしか残っていない中期朝鮮語文
献史においては誠に貴重な存在であ り、その散文 としての性格は、世宗王および世祖王の関与
によって編纂された 「繹譜詳節」(1447)や「月印繹節」(1459)のそれに酷似する。
⑤内容的にはいわぽ説話的 ・傳記的なものの翻訳 と言 うことができ、そのような性格を反映して
「語 り物」 としての文体的特徴をもつ、 したがって比較的よく口語的要素を反映するものと信
じられる、
⑥資料が、内容的に佛教典の諺解に偏る中期朝鮮語文献史のなかにあって、その内容がより生活
に密着したものであ り、当時の 日常的な言語生活をよく伺 うことができる、
等の点で朝鮮語史研究の資料 として誠に重要である。そしてその上諺解三綱行實圖は李朝末期まで
宣祖時(1579)、英祖時(1726)、さらに正祖時(1797)の、大きく三次の改訳を経ているが、この
ことによって、
⑦同一コソテキス トにおいて、これらのテキス トを比較 し、朝鮮語の変遷の跡を有利にたどること
ができる、
とい う大きな資料的価値をも付加されている。これらの意味で本文献は量的にはそれほど多 くない
にしても、中期朝鮮語の代表的散文文献である 「釈譜詳節」や 「月印釈譜」にも比肩 しうるほど高
い言語学的価値をもつものと結論される。
3.3第三篇 諺解三綱行實圖索引 【資料3】
索引としては上述のごとく、① 「諺解三綱行實圖語幹KWIC索引」(11,154行)、② 「諺解三綱
行實圖語尾傳接尾辞KWIC索引」(11,636行)などを作成 したが、これが同語異語判別が不可能に
近い、冗長である、など本来使いづらいものであることはよく承知 している。これについての批判
は甘んじて受けねばなるまいが、 しか し索引(Index)は所詮本文あってのものであ り、またあ
る目的と必要に応 じて造 られるものであ り、ある目的に対応して完成度が高ければ高いほど、すな
わち作成者の哲学が入れぽ入るほどある意味では索きに くいものとなるのは、つとに指摘 されてい
ることである。そこで本索引は夢らゆる形態素について、できるだけ機 械的自動的な検索に耐える
ものをめざし、編者の主観を抑制 したものをこころがけた。なお補遺 として付け加えた語尾 ・接尾
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辞一覧は本文献に使用された文法的形態を概観するためのものであって、ここでは不完全ながら一
往筆者の考える文法にしたがている。
4今 後 の課題
本研究の主眼は、すでに述べたごとくこのような冊定版 「諺解三綱行實圖」成宗初刊本の朝鮮語
史研究の資料 として十全に利用するための前提として、
(1)最小限必要な諸異本の書誌学的事実を究明してお くこと、
②これに文献批判を行い、できるだけ原本に近いテキス トを提示すること、
(3)またその成立の経緯 と資料の性格を明らかにすること、
(4)さらに本文献利用のために完備 した索引を準備すること、
この四つの点を解明 してお くことにあったが、不完全ながら一往の解決を見た。今後の重要な課題
としては、①本文献の言語的体系的記述、②宣祖版、英祖版など、改訳版についての文献的 ・言語
学的研究、③さらにこれらの比較による朝鮮語変遷史等の研究が残されている。 これらについては
勿論ある程度まで 「本文篇」の校註等において私見を示してきたつもりであるが、ことに②と③に
ついては今後の課題として稿を改める必要性を感 じている。またこの度、所蔵者の都合とはいえ、
このような研究において不可欠のことと思われる底本の書影を公刊に付することができなかったこ
とは誠に残念である。本文のテキス トを 「校訂本」の形 としてではなく、底本に註を加えるという
誠に複雑な方式で提示 したのはまさにこの故であって、一方で底本をも資料として私見を交えず忠
実に公刊 しておきたかったからである。
日本における国学や中国における訓話学のごとき、近代以前における古典に対する註釈学の傳統
とその累積がほとんどなかった朝鮮語の文献学的研究は、まだまだ 日が浅 く本格的研究は緒につい
たばか りと言ってもよい。註釈に当たっては恣意的ではなく学問的な註釈とは何か、について悩ん
だ。 ともれ本研究が今後のそのような方向性をもつ研究の基礎 として、い くぽくかの貢献ができる
なら幸甚に思 う。
なおコーパスが限定されたこのような文献言語研究において、 コンピュータの利用が大きな威力
を発揮するすることは十分予測されたことではあるが、この度の研究において、これが道具 として
予想以上の役に立ったことを付け加えて本稿の結びとしたい。刊行に当たっては中期朝鮮語の印字
のために大変苦労した。 しかしてこれもコンピュータの利用によって何かとクリアできたことを幸
いに思っている(1991/4/1)。
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三綱行實孝子圖19
§101関 損軍 衣 魯
101aOl閲剋 損:舎 ρ1[陰1。1・012損:舎
lOlaO2・◎1・:茎3旦」・o{八{140卜 Σ 已歩5全 昌6『 三
101aO3・。17雫 ・コ 閲:E」損1舎 ・。卜邑
101aO4・壽 ・琶 ・耳…・o{・三F…o{・岩8・ 六1・冒19
101aO5睾 州 ・会10呈 ・δト 甲 ・引 ・[Hllo卜
101aO6t」1[豆]12・呈♪5≧13[卜・≦≧ ・ol01・……:LH
lOlaO7豆[01}己114r1・旨15閾 ・田 損1舎 ・。l
lOlaO8竿 己116含 量 ・;117・。10118。1〈1
101aO9巳f9こ 三 〇1・写 ・卍1・ 六i望 ・卍lLI
lOlalO・皇}20;91企・巳1:〈llol・写 ・卍1・ 六i
101aH皇 ・己161・[121。1・01・暑 ・δ122Li
lOla12-1{230卜・LI:LH・El司[H・◎{日1ヨ三[三己124
101a13…三 学 醐25劇2 .州 ・寸史 ・ロ126U
lOlal4・r旧己127
【校 註】
1)寧[1'合(義理 ノ)《cf.127aO3》
岸[ト£・o佃iとは 「継 母」 の こ と。[卜aは本来 「次の、2番 目の」の 意味 の連 体 詞
であ ろ う。 現 代語 の#[卜 昌 に対 応 す る語 か。
岸[卜合o卜 団(縫父、 二倫19a)
窪[ト含 子な 息△k假子、 内訓3.24a)
2)航o佃1(母)《cf.119aO8》
叶 含o相1を1語 と解 し、 そ の結 果 ア クセ ン トが[ト£◎佃1とな る可 能性 も考 えな け
ればな らな いが この 文献 で はほ とん どの用例 が前者 のア クセ ン トを とる。従 って
ここで も2語 と解 釈 して お く。
3)揖 舎・oI唇(損ヲ[対])
●+。1は派生 接尾 辞。固 有名詞(人名)が子 音 に終 る場合 には、いわ ば支 え の栂1を
付 け るの が普 通 であ る。
#禄 署 山 琶・ol琶(213all)、#李:己1陵署・ol琶(206bO4)、
窪學:「{眞忍・ol・魁(231aO7)、...
4)入{K自分ノ[属])
淵[主]、入侃属]、州[副】、 入i畳[対]、酎呈[具]
こ こでは李 朝 語僻典 に従 って州[去剤 の形 を副詞形 と して立 てて おいたが、 これ
は主 格形[上声]の錯誤 で あ る可能 性 もあ る。 この文 献で も両者の 差異 は微妙 であ
る。
5)・bト暑 邑(息子 ハ)♂o十唇 十甘
《Tlaに従 う》+甘 は副 語尾。 対 比対 照 の意 味 を表 す。 ここ では次の 窪 閲創 損:舎
・。卜甜に対比 され る。 十遺 と十・9廻世 の異形 態 を持 ち、 十世 は母音 及び 卍語幹 の
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20本 文篇
次 に、+・9涛2.・計は 子 音 語 幹 の 次 に 現 れ る(§107・20)・
6)全 畠(綿 ヲ)
cf.#綿 田・1三全 皇・ロレU(月印2.41b)
7)転早・ol(皿詰 メテ),ズ早 皿
《Tla、T2、T4に従 う》II早 、 皿早o{匹早、IV澤
年針 は意 味 の 広 い 語 で あ るが こ こ で は 衣 服 や 布 団 に 綿 を 詰 め る こ と 。
8)希 叶 皆(皿与 エタノデ)♂ 雫 皿 十着
II雫 、 皿・…手・ol、IVI…手
● 皿・岩 崖 は 接 続 形 語 尾 。 条 件 ま た は 理 由 を表 す 。 あ る 行 動 が 完 了 し てか ら次 の
行 動 が 開 始 され る。 一 般 に動 詞(動 作 用 言)に 付 く。 下 註 の15)を参 照 。
9)・六1・冒{,(皿寒 クテ)〉「・奄」HI
I・杢」、H・六1・三星、 皿汰卜馴 、 】V汰卜宰
!0)事・∠斗含(手 綱 ヲ[対D《Tla、T2に従 う》
當 時 今〃 餌 の2つ の 語 幹 で現 れ る。 「手 綱 」 ま た は 「轡 」 の こ とで あ る。cf.#掴
叫 祀 手 執 塵(訓 蒙B.13b)。な お 宣 祖 版 で は#呈 朝 呈 と あ る 。
11)≒ゴ・邑」・[H(1～シテ シマウト)～/ロ≒」・卍III十Lゼ[H
用 言(他 動 詞)IH甲 ・計口 は現 代 語 と同 じ く 「(好マチ)～シテシマウ」 の 義 で あ ろ うか(§310.
5),
●1し{:1は 接 続 形 語 尾 。 前 提 条 件 を 表 し 「～ スルトコロニ」 「～ スルト」 の 意 味 で 用 い ら
れ る 。、
12)寧oトロ1
《cf.101aH。こ の 部 分 は 版 木 に 埋 木 して 補 刻 した よ う で あ る が、Tlの テ キ ス トで
の み、ol団 の{団}と 次 の 行 頭 の{豆}と が 入 れ 替 わ っ て、o匠 と作 る。 しか も こ の
文 字 の 左 右 が逆 に な る。 この よ う な特 徴 は こ の テ キ ス トにの み存 在 し同 じTl系の
テ キ ス トで あ るTlaにお い て さ え、 声 点 は 落 とす も の の正 し くo田1に 作 る。 こ の
よ う な 事 実 は、T1が 少 な く ど も す で に 原 本 で は な い こ と を物 語 る 》
13)":暫・皇(1知 ツテ)V「1射1+・コ
《Tla、T2に従 う》1:紺 、1:射/:。1・年、 皿ol・卍1、IVol・皇
14):Ll豆己{(IV追イ出 リウト)～(Llモ1(<ILI+石DIV+・卍1
接 尾 辞+匂 は 派 生 接 尾 辞(§132,14)。本 来 「打 つ、 た た く」 の 義 の 動 詞 に 由来 す る
も の で あ る が 、 用 言 語 幹 に 付 い て そ の 語 幹 の 意 味 を 強 調 す る の に 用 い る 。
●Vl・引 は 用 言 語 尾 。 次 に必 ず 動 詞 亨廿 を伴 っ て現 れ 、,これ だ け で 文 を終 止 す る こ
とは な い。 話 者 の 意 図 を 表 す の に 用 い る。 「～ ショウト」 の 義 。
15)升 ≒(～ トスルト)♂ ぐ1+「1告 の 縮 約 形 。
●1・ri砦州 ㌻ は く強 勢 〉の 接 続 形 語 尾 。 条 件 理 由 等 を 表 す 。 す で に 上 註8)で述 べ
た 皿・≒崖(完 了)が、 あ る動 作 また は 状 態 が 発 話 の時 点 で 完 了 して い る の に対 して、
こ の 語 尾 の 場 合 に は、 そ の 時 点 まで 持 続 して 行 わ れ て い るか 、 あ る 状 態 を保 っ て
い る よ う に 思 わ れ る。1・「{・i計rl乞が、 多 く、 形 容 詞 、 自動 詞 、 存 在 詞 の 処 口(有)
・と19腫1(無)、 用 言 の 否 定 形 と不 可 能 形 、 あ る い は、 この 例 の よ う に 意 図 を 表 す 形
と結 合 して 現 れ る の に 対 して、 皿巻 歳 の 場 合 に は、 そ の よ う な 形 と は ほ とん ど
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結合 しな いこ とは注 目され る。 また これ らの形 は既述 のILτ1(上註11)・と並 んで
必ず、前 文 と後 文 の動 作の主体 が交替 して現 れ る。 この こ とによ って、 多 く主 語
の 明示 が な され な い この當 時の文 にお いて、 その主語 が何 であ るかを推定す るこ
とが可 能 とな る。 また この文献 のよ うないわば 「説話体」(「開題篇 」 §4.6参照)
とでも言 うべ き文 章 にお いて、 この類 の接 続形語 尾が頻 用 され ることも注 目す べ
き特徴 で あ ろ う。
16)宰・ヘユ・2{/・ヘユ己1(皿脆 イテ)
《T1は刷 りが 悪 く{・竿}の部分が よ く判読 できな いが、Tla、T2、T3には亭 己1と作 る。
・午・己1(cf.224b13)、また・は・雫己1に復 原 すべ き、も ので あ ろう》
17)寧金室・耳1(IV申シ上 ルニハ)》「腐IV十・引
《この語は文字創摯直後の文献でも表記が揺れる。ζの文献でも同様に、#£ 量
・qと書 か れ た も の が ・6例(101aO8、207aOl、207aO7、229al7、301aO3、330bO7)、幸 £
£q(301a12)と書 か れ た も の が1例 あ る 》
1:全、H全 ・》!:会・》、IH金・麟、IV£ ・量
●IV側 は 接 続 形 語 尾 。 本 来 形 式 名 詞 導 の 処 格 に 由 来 し、 「～ スルトコロニ」 「～ スルニハ」
の 意 味 を 表 す 。 多 く引 用 文 を 導 く の に 用 い る 。
18)零o{・d《cf.112aO1。あ る い は本 文 の ま ま。 諸 版 ・o拍1に作 る》
19)ホol〈1・E壁(][1イレハ,)V「9JI十・臼」
《T2に従 う 》
● 存 在 詞 製・[1は1製、Iol〈1、 皿 。1州、IV。卜企(在、 有)の よ う な 不規 則 な 語 基 変
化(活 用)を す る。 これ に 対 して 存 在 詞:盟亡K無)は1:91、1:91企、 皿轡 州 、IV:91・・全、
V;鋤く1と活 用 す る 。
20)州 笠・卍{Ll・2}(H寒イダ ロウケレド モ)≠ ・劇H十 ・卍{LI・魁
●H・己{L卜針 は 強 調 対 比 を表 す く将 然 〉の接 続 形 語 尾。 こ の類 の接 続 形 語 尾 に は他 に
1州Ll・9↓(強勢)と 皿L卜針(完 了)の 語 尾 が あ る が、 いず れ も前 文 の 事 柄 内 容 と後 文
の 内 容 が 対 比 強 調 し て述 べ ら れ る の に用 い られ る 。
完 了 皿 ・L卜魁
強 勢1引L卜 錯
将 然1引LI僧(ぐ 卍1型 司1Ll・♀D
21)r六1空・己161i[卜(II寒ウコ,サ.イマショウ)朔/一・留1十 ・己161{卜
1引6に1は く将 然 〉の 陳 述 法 対 上 終 止 形 ① 類 語 尾(§114.3)。
22)・畠司(V正 シク)♂ 書V
23)喰L{・一11(皿感 シ'テ)4-Ll・コ1皿
《Tlaに従 う 》
24)事・oi01・ヨ三(母モ)〉「・04・01十・ヨ三
《{・三}の 部 分 は 版 木 に埋 木 し て 刻 ん だ よ う に 見 え る が 、T1で の み この 文 字 の 左 右
が 逆 に な っ て い る 。Tla以下 の 諸 版 で は 声 点 を 落 と して は い る が正 し い。T4に 従
う。cf土 註12)》
25)事三三琴・古司(カェッテ、 マタ[冨り])《cf.222alO》
動 詞 王 弓 醐・口(ヒキカェス)の第nl語 基 形 が そ の ま ま で 副 詞 と な っ た 形 。
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26)率:o{輿dl(Vイトオシク)》「:o」史・主≡!V
《Tla、T2、T4に従 う 》
27)・L{豪rl[1・卍卜(1感シ・タノタ.ツタ)～/'●L{・一111十{:・」・己卜
●1{1・叫 は く回 想〉の 陳 述 法 対 下 終 止形 ① 類 語 尾(§ll4.3)。過 去 の あ る 時 点 で行 わ
れ て い た 事 柄 や 状 態 に つ いて 話 者 が 直 接 体 験 と して陳 述 す る の に用 い る。説 話 体
の 文 章 に 多 く用 い られ る。 な お 「開 題 篇 」(§4.6)を参 照 。
【通 釈 】
閲損 の 継 母 が損 を憎 んで 自分 の息子 に は(着 物 に)綿 を詰 めて与 え、損 には薩花の綿
を詰 め て 与 えた の で損 が寒 くて馬 の手綱 を放 して しまった が(こ のことを)父 が知 っ
て(そ の)継 母 を追 い出そ うとす る と、 損 がひ ざ まず いて 申し上げ るの に、母 が いれ
ば息 子一 人 が 寒 いで しょうが、 いなければ息子 三人 が寒 うご ざいます と。父がその通
りだ と思 って追 い出 さなか った ところ母 も また後 悔 して(損 を)慈 しんで思 ったのだ
った。
【原文】
閲損 孔子弟子 早喪母 父嬰後妻生二子 栂嫉損 所生子衣綿袈 衣損以薩花累 父
冬月令損御車 鐙寒失矧 父察知之 欲遣後妻 損啓父日 母在一子寒 母去三子軍 父
善其言而止 母亦感悔 遂成慈母
【参 考 】
(1)上註12)と24)で述 べ た ご と く、T1とTlaでは106aO6と106aO7の第1字 目の{豆}と{bl}、
及 び、101al2の第9字 目の 任}は 埋 木 した 補 刻 で あ り 声 点 も な い。T4を 除 い て す べ て
の テ キ ス トがTlaめ こ の補 刻 部 を 踏 襲 す る。 な お こ れ1こつ い て は 「開題 篇 」(§2.4.1.1)
を参 照 さ れ た い。 【図 版11を 参 照]
(2)T4系の テ キ ス トで 次 の ご と き錯 誤 が 見 られ る。
幸 寧・手・ol(101aO2)〉…手・。{
#ゆ・手 。倦(101aO4)〉:手91着
(3)T5系の テ キ ス トで 次 の ご と き 錯 誤 が 見 られ る。
#掌・三…三〇{・途き(101aO4)〉三F♀オ葦量
#㍗ 箋・呈 ・耳1(101aO8)〉全 皇;1
#事・六1量・己{LI・針(108aO9)〉六i里己iLl皇}
#靴六1量・卍161{卜(108alO)〉六1♀.乞lol[1
(4)出典 は 「孝 順 事 實 」(L8b)、「孝 行 録 」 の 「閲 子 忍 寒 」(4a)條。 出典 とな っ た これ ら
の 文 献 に つ い て は そ れ ぞ れ 「開 題 篇 」 の註9)と10)を参 照 さ れ た い。前 者 は 国 立 公 文 書
館 所 蔵 重 刊 本 に、 後 者 は権 近 校 註 通 行 本 に よ る こ と に す る。 な お 「補 註 本 蒙 求 」,(有朋
堂 漢 文 叢 書1933に よ る)に は 「閲 損 衣 軍 」 と あ る。
§102子 路 負 米 魯
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201aO1
201a13〈i・コ1・Ll、 田 。田 ・直 モl
lO6bO2↓ト巨1刊 孝 嘉1・ 己1や し1・己11
215a15・ol父 苧 子:苓 ・コ ε1・ 古 《1
333aO2林 已 氏:MI・ヒ 樂 輯 安 藪
307bO3iべ161:1=卜・重「・o卜・Σ 県系謬 ・◎・髄ソM
302a14呈bil互 ・01汰1営91・ コ ・針 舅li琴姑=]琶
324aO2奇 ・、{・這:、{副 張 轡 氏 州 舅:i琴姑:]茎
324aO4至 刺 極 署 孝 毎 道 琴 ぐ[i・LI舅 ・碁 姑 コ1
324a10・引 ・剖 含qlや[トLlol刈 舅 零 姑:]1
324aO9暑ol[臼1暑 ・[1暑 立 ・E勇 習 姑=1i
215bO7王 …奪 胚 ・杢E富 号 貴 訓
306bO701・ 亨 ・呈61・[1王 暫 ・ol琶 求 ・苦 や く1'ε
232al1【 崔 刻 抗o轡 林 自 衛1望 芒 権 裂 臣 世ol・卍1】
311b1701・三 司 ・木 ・叫 甲 ・司:コ 禽 …号獣 ・含 ・91
128aO5ポ[1・ぐ ol・01・回 コ6¶:劉 口 ・針 及 ・晋 第 ・面 方 モ1
234aO9・亨 ・令 量 ・;1・Ll・辛 凶 朝 署 。1及 習 第 ・副 や'・。1
128aO7・ol州 含 馴 云 ・01ql・ol及 ・昌 第 ・叫 やol・Σ
321a16コ{1坐 く1・司 刻 ・:]為 ♀1亨ol期 刻 年 ピ 〈
226aO9入慰 千 想 吋 弔 署 モ1・:]【 騎 ・卦 ヒ=
226aO8'昊 コ ・卍1]・ コ 四 ・◇ 百 ・団 騎 卦 呈 入 盟 千 週
222b11学・01入iさ10卜 ・Lll・己卜 「ぐ・01旗 工巽{塁 ・≒」卍1●:]ユ
222b16卍1】 高 尋 宗 否ol精 碧 忠 暑 旗 刻 唇 希 く1
322aO4[1針 叫 ・皇 「1昔 』擢 田 期 四 約 ・幹 立 ・q,
216al5卍1・卍1や[{・Ll秀 念 實 製 ・。1岐11霊 碧 岳 ・舛F・ 卍1
225b171暑 やol生 亡}・〈1叫=1'輔 尋 子1苓 ・ol
l15b10毒…・o韮 墓 入拍1・臼 墓 ・里Gl♂11・Llo割
217a10光 轡giol・ 耳 引 コ6丑F・ 卍1覗 蜜 。1・旨
225bO2製[hl公 暑 宮 暑ol【 ≡ 叫 .rl… ≡Ll誹
120aO6糸宗・奢 ・ol≡ 三フ至ミ・つ1=]6{10卜三Σ ・一1}0{モ!lZΣ'△卜
115bO4・ロi【 侍 州 墓 ・里 忙 墓 ・9。lql測 全 砦ト
225bO991・。bl・ヒ:程 習 嬰 馨 ・9」哺 叫 く1・21Ll・Ll・己1】
211aO9{ヨ卦 塁 暑 己1西 補 陵 暑 ・o¶ 「}〈}立[臼1
125al6・{≡…・{≡… ・≡三・卍IL卜 ・0{一1rl・全 己{1・一1卜 くH磐 一11
225bO7[ト 匿 ・o卜・一119斗コユ 呈」さ器.一1卜 ∠ト輿 一判 岩
122aO8・三 ・Ll:[ト ヨ卍・薫…一1i・≒量 『三等… 弓卜:望 ・LI[{・LI
116aO7昔 孟 ・忌1宗 奢 ・ol・[1全 側rl:岳{1。1会 コ
320b11奇 一11乞… 三喜 但 亭1弓 三一H旦」 『1卜 重…0{と 』≦Z;1
121bO3司 情 碧 誠 轡 望 州 ・コ 旱 ・01・「1雫 コEl'卍1
227bO4・世 山 世 ・ol]・ 皇 ・q・ 〈1…幹・01各 叫 各 ・叫:目 召 呈
▲
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桀 甜ol・ 昊 ・亭 コ 夜ol宮 暑 魁 一コ・卍lggerx
桀 烈 ・ol手 「lLi己lggerx
【巨:11孝・暮 ・ヒ ・芒 孝 葺 道 琴i・ 卍1】 ・oi・Olggehi
群 … 臣 世 。101杢 己1;臼ri告 報 審 徳 ・薯gguns
郡 ・ヨ 事:坐 崔 劃 克 暑 孚 旱 ・91川 入1・団 己1・Llgguns
郡 ・i呈列901召 コ ♀1・製 逞1・皇:口ggun'
告]1専 廻 一 ・製 ・立 甲 ・ヨ… 正gguwg
至 州 極 ・畢 孝 導 道 ・…季 古[{・Llgguwg
病 魁 す ・1獅1乞lq白[lgguwg
:盟・全 く1コ8'入1・ 」1燗:E」gguwg
・曇 器 ・q・ 臼 会 β1卜 ・宣[トLIgguwg
求 翌 音 竿Ll・L[「 卜歪 ・bl卍轡1入 担1遮 入lggUwh
様19卜子 沼1・Ll・ 。1刈 刑 轡gguwh
恭 暑 慰 創 王 暫 ・ol怒:至gguen
・琶1モ{・≡… ・Ll・更{コ・亨 ・卍i・皇ggyms
⊇ぽ 入1・=U・o週01・建 ≒」・Eilggybd
門 呂 下:針 注 爺 書 く{毫 ・立ggybd
同 暑 年 』1恒 司 里 ・[lggybd
居 コ1喪 醤]・=]・ △lLl弔 琶ggyin
・E:兵 害 馬:叫 レ己1】;[1・Llggyin
:〈障 量 モ 【・ユ 【騎ggyir
フ↓一1卜冒ll暑… ♂1ト1=1・己lggyir
㌔一・91・⊆1己卜o判[1弓 …・:Uggyir
・Ll一 ・製 定 ・轡 ・本ol雫 ・早ggyix
]・皇 ・『ol・ 卍1時Mlggiri
・午 枡 采 さ1石璽1誤 ・L}r}ggiow
外 」=6に1庵[i・ 己1毛 署 詩ga
懐 到 光 書 ・。1演19三 芽 琶 ・olga
趙 悪 朔 響91舎 公 碧 孫 舎ga
と1・≦と・;loト ロll量 ・コ ・Llga
・囹 杁ト己D。 階L}杢 ・剋ga
王 暫 葬 ・巳卜・ol漢 善ga
大:[田敗:目腫IL卜卍1峻 歪olga
帽 ・型 ・三三・翼[モLl理 ・;苓冒lga
皇[lo}・ 一iI至・六1入 卜目lga
直 ・哲 。1・団Ll里 団ga
竹 岳 筍{≧:早 △{奎ga
〈1叫 く{大 副 宋 舎 くga
ぐ ・LI・=コ三誤・口判 ・一11・ol…ξga
合≦・一II≒一・Ll・本 ・口卜:8gagga
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123a10〈llq入{暑 ・鮒 ・← ・日1一 コ …3・想 ・rl・ぐ く1廷 雪 尉 ・到 票 ・六1法 ・望」度 ・i正 やga
324a10舅・…撃 姑:]i・ 呈 器'q側 会 ・rl・す[卜Llol州 舅 零 姑:=lI:91・全 くlga
332all・ヒ1:卜LH三E… §ol・ 器:〈 卜言 「1・ や「ol・芝 ヨ三7ド・一11:王〒… ・会まOl・ 六{手ga
231bO7・010卜1]≒ 」・豆…・日1・ 垂きや「・L!虫」・、ト や「・コ ・△4・≦≧ と=6Eilo卜・L[『1・岩 畢:一11ga
232bO2」 一・919・ 。睡 起E… …・己1外 、1辛 君」日屯 薯 ・。1コ 甲Ll:〈1言 罠 卍lga
224b10轡ol・Ll・墓 理:己lol〈1・己1刻「1雫 塁1竿Ll・Ll:更{11哲:雪 す ・司 製ga
326a15司・Ll、[1邑:叫 モlol〈1・ 卍1刻・]1兄 薯:旨」:コ1入ldlo囹 州 ・olonlga
l225b15政替olo1・ 臭 ・El・o卜弓 く1・卍1刻rlす ・:]・全 ・!ヨLl・ElL卜霞 暫 ・。卜Llga
l32aO8怨{型離 箒 塁 。卜Llrl・恥 己1製rlす ・=1奇 朴 司1;ミ ・引;ロ ¶・皇 入}到ga
224aO9:雫母 号 嚢 叛 世 ぐ ・卍1や ・卍1刻rl弘 薯 範:暫ol]・ 皇 ・;IL卜 卍1・δ1敗 ・dlga
314a14古 卜:ΣδlLl背 剣 叛 世 鄭 卍13の1李 つ把E・LlLトE讐1創 企 ヨ1・爵 すga
129a10。卜主 呉 立 二 △1・ 。拍1:遷 離 ・rlU引 。}・木ql・ 曽 ・す 。1。1世 ・コ 午ga
321bO2;…浮將 ・盤ol眞 型 實 ・製 ・里 雫 ・≡…・「1早 卍1・o{:]・己1す ・卍1す ・コ 叫 司 豆 ・Ega
317al6'呈 苓 ・コ1闇 災 辱1禍 糾:01器 ・]}早 ・己1・o{口 ・呈:〈1言 ・す ・olq引 ・皇ga
IO6a15・す1里 器 入ld《)1・Ol製 彗…ql・ 方 ・ol刈 全 ♀」=コ 全i[i・Ll甲 £ga
327a10朱 弄 氏:MI暑=]受:箒 辱 ・舎 嘉M .早 ・卍卜。{・ 笛 魁{1暑91・ 。1… 奢rlga
321a150卜LlL1・主三・巳1δ 卜詰 茎 ≒ゴ・己1こL}ポ[1・Llコ・豆i」:〈卜≒…・:茎 ≡三・全 一1{1坐く1・己lgandi
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は 「諺解三綱行實圖」の本文篇、開題篇、索引の3編 から構成される。
第一編の本文篇は、論者によって調査 ・分類 された諸異本の うち,完本 としては最古版であ り、
かつ原文の面影をよく保存する 「韓国誠庵古書博物館所蔵賜本」を底本として比定、これを釈文の
形で掲げ、これに諸本校合ならびに内的再構等による構勘を加えて 「校訂本」として提示、さらに
言語学的註釈、通訳などを付け加えている。
とくに校註は論者が最 も重きを置いたところであ り、6種 の諸本の校合結果による文献批判 と原
本の復原に関する校註 と本文に対する言語学的註釈を行っている。校勘は、まず諸本との校合によ
り、次いで本文テクス ト内部での内的根拠により、さらに同時代の資料での外的根拠により、行 う
ことを方針とし、言語学的註釈は、論者の考える中期朝鮮語の文法に従い、新 しい知見を付け加え
た。前者については、ことにアクセントと東国正韻式漢字における錯誤の復原を中心におき、後者
については、用言の活用ならびに体言の曲用における形態論的変化 とそれに伴 うアクセントの変化、
用言語尾ならびに語幹形成接尾について、ことにその意味 ・用法を中心において対外的に記述する
ことを主眼としている。中期朝鮮語文法に関する多 くの業績を踏まえての研究であ り、論者にして
は じめてなしうるものと評価 される。
通釈は本文としての朝鮮語の合理的な解釈を示す ことを目的とし、自然な日本語であるよりも中
期朝鮮語の語法に忠実に逐語訳することを方針としている。 この種の全訳例が皆無であったことを
考えると、この試みは貴重であ り、成功 していると言ってよい。提示された原典は、朝鮮語テキス
ト理解の参考資料 として掲げるもので、「行實」の漢文のみをそのまま再録 している。なお以上の
項 目で記述することができなかった底本の状態、底本 と諸異本との主たる異同、それぞれの 「行實」
の出典等の掲示は参考にまとめられている。最後の 「三鋼行實関係記事年表」は、李朝実録など主
要資料 としている。いずれも論者の周致なる文献学的配慮を示す もので余すところがない。、
第2編 の開題篇は5章 よりなる。第1章 では、ここで取 り上げる刷定版 「諺解三綱行實圖」の朝
鮮文献史上の位置について明らかにしている。「三綱行實」(1434)は、本来朱子学を国教とした李
氏朝鮮朝の教化政策の亀鑑として、第四代世宗王(在 位1419-1450)の命により、儒教の基本的徳
目の 「三綱」の行実を中国および朝鮮の史書から抜いて纏み、これに、それぞれのス ト 一ーリーを書
いた 「圖」を配して、ことにその後さらに創製直後の文字 「訓民正音」(1443)をもって朝鮮語訳
すなわち 「諺解」が付され、李氏朝鮮おおよそ400年の長きにわたって改刊重刻を重ね国民の倫理
を培 う規範 として大きな役割を果たしてきた。少なくとも朝鮮語で書かれたもので李朝文献史を通
じて、これほど多 くの版を重ね、かつ広 く読まれた ものではない。 とりわけ冊定版 「諺解三綱行實
圖」は簡便であることもあって最 も多くの版を重ねた。成宗時の抄略冊定の朝鮮語テキス トは四つ
の異なったエディションがあ り、ここで取 り上げた成宗21年初刊版は最古の諺解本であることを確
認 し、文献学的にも言語史を考える上で最:も高い価値をもつと認定する。
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第2章 では、ここで校合に用いられた傳本の所在、書誌学的記述を行って諸本における傳承の系
譜を明らかに している。論者の調査によれぽ、現在22本が傅存 してお り、これらは大 きく5種類の
異本をもつことが確認された。そ してこれらを 「2系統5種 」に分類 して相互関係を刊行年代と絡
めて図示 した。 ここで当初 「第1種 本」 として同一版 と仮定 してきた 〈Tla><T1>とが 「圖」
と 「漢文」すなわち匡郭内部に関 してはほぼ同版に近いにもかかわらず、欄上におかれた 「諺解」
の部分については前者が明確に古形を保存すること。 また<T1>〈T3>と の関係 もほぼ同様で
あることを指摘 し、諺解部分は明らかに 〈T3>が新 しい特徴を示すことそ してその上の 〈Tla>
<T1>のごとき古版の匡郭内部は諺解をもたない世宗朝漢文版のそれ とほぼ完全に一致する。こ
の奇妙な異本の発生は、伝存諸本のうち少なくとも くTla><T3>〈T4>の3本が 「諺解部分」
と「本文」とを別板で印刷するという特殊な方式をもって刊行 された ことに起因すると推定される。
この甚だ興味深い指摘は論者の燗眼を示すものとみられる。
第3章 ζ第4章 では諺解の成立について論じている。 このテキス トの示す言語的特徴から、その
成宗成立論に疑義があるという。すなわち、諺解様式、漢詩の諺解様式、漢字音表記、濃音表記、
思字の使用、母音調和、文体、与格語尾使用など、多 くの言語的事実はこれが成宗朝に為された
ものとは到底考えることが出来ないことを明らかに示 してお り、言語的特徴からすれぽこれが、諺
文創製直後に本書の諺訳を強 く主張 した世宗王の何等かの関与のもとにすでに世宗朝、あるいは世
祖朝ごく初期までに為されていた蓋然性が高いものと推定 している。核心的なこの部分は説得力に
富む。
第5章 の結論では本文献の性格 と資料的価値について言及する。この文献は、①訓民正音創製後
間もない時期(1443-60?)に成立 した蓋然性が最 も高くその朝鮮語は当時の言語状態をよく写す
ものである。②形式的には漢文原典の翻訳であるが、「諺解体」 とい う漢文原典の直訳逐後訳では
なく、む しろそのような制約からかな り自由な散文資料である。③ したがって、その朝鮮語は文語
としての体裁をよく整えているとは言いがた く、また翻訳 も十分練 り上げたものとは言えないが、
むしろその故に当時の生に近い朝鮮語のすがたをよく保存 しているところがある。④その意味でほ
とんどの散文資料が 「諺解体」 という特殊な形でしか残 っていない中期朝鮮語文献史においては誠
に貴重な存在であ り、その散文の性格は、世宗王および世祖王の関与によって編纂された 「釈譜詳
節」(1447)や「月印釈譜」(1459)のそれに酷似する。⑤内容的にはいわぽ説話的 ・伝記的なもの
の翻訳 と言 うことができ、そのような性格を反映 して 「語 り物」 としての文体的特徴をもつ、した
がって口語的要素を反映するものと信 じられる。⑥資料が、内容的に仏教典の諺解に偏る中期朝鮮
語文献史のなかにあって、その内容がより生活に密着したものであ り、当時の日常的な言語生活を
よく伺うことができる。等の点で朝鮮語史研究の資料として誠に重要である。そ してその上諺解三
綱行實圖は李朝末期まで宣祖時(1579)、英祖時(1726)、さらに正祖時(1797)の、大きく三次の
改訳を経ているが、このことによって、⑦同一 コンテキス トにおいて、これらのテキス トを比較 し、
朝鮮語の変遷の跡を有利にたどることができる。とい う大きな資料的価値をも付加されている。こ
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れらの意味で本文献は量的にはそれほど多 くないにしても、中期朝鮮語の代表的散文文献である「釈
譜詳節」にも比肩 しうるほど高い言語学的価値をもつものと結論される。
第3編 は、論者の文法体系による語幹と語尾 ・接尾語KWIC索引が付されている。
本資料は従来名が知られていたが、実態が複雑なためにその本格的研究は皆無であった。論者は
徹底 した丹念なる調査研究のもとにこれが朝鮮語史研究の上で重要なる文献であることを実証 し
た。宣祖版、英祖版などの改訳版についての個別的記述およびそれらの比較による朝鮮語変遷等の
研究は将来の課題 として残されている。しかし数 々の知見をもつ本研究は文献学研究と言語学的研
究の美 しい提携の見本といっても過言ではない。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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